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明治大学図書館情報学研究会では，2017 年 10 月 17 日，明治大学和泉キャンパス和
泉図書館 1 階ホールにおいて 2017 年度第 2 回例会を開催し，パリデジタル大学の共同
創設者兼次長のジョン・オージェリ氏による記念講演「ラーニング・コモンズと大学図
書館」を行った。ここにその内容を再掲する。なお，関連資料として「LSRS：Learning 




























前回の来日はこれまでで一番長い滞在で，京都大学                        
                        
2017年10月17日受理 
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セクション 3 | SO | サポートと運用	 22ページ .....................................................















セクション 4 | EQ | 環境の質	 32ページ ................................................................
1. 日光 学習スペースに日光を取り入れることにより，学習をサポートし，学業への集中やエンゲージ
メントを向上させる。 
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目次 
Version 2へのイントロ ダクション	 2ページ .........................................................
Version 2での変更	 3ページ ...................................................................................
パートA 
キャンパスの文脈，プランニング，サポートの配慮 












セクション2 | PDP | プランニングとデザインのプロセス	 16ページ ....................
1. ステークホルダーの関与 学習スペースの計画プロセスに，全てのステークホルダーと戦略的なパー
トナーを関与させる。 




4. 評価プラン 学習スペースの性能が実際に実現されているかを判断する。 
5. 知見の普及 学習スペースについての研究，プランニング，パイロットおよび評価などから得た知
見・知識を共有する。 
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セクション 5 | LF |レイアウトと家具	 42ページ ...................................................



























































セクション1 | キャンパスの文脈との統合 | ICC 
セクション2 | プランニングとデザインのプロセス | PDP 
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¥  オンラインのリソースやチュートリアルへのリンクを提供している。 







































AV専門家のためのInfoComm CTS認証 ）。 5
 AV技術に関するプロフェッショナルのための資格プログラム（CertiÞed Technology Specialist）を提供する団体であ5
る。
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セクション4 | 環境の質 | EQ 
セクション5 | レイアウトと家具 | LF 
セクション6 | テクノロジーとツール | TT 














































¥ 窓 および／または 天窓が含まれている設計図。 
その他の考慮事項

¥ デザインと建築物を作るためのLEED v4の「EQ Credit: Daylight」を参照 。 8
 PDFはここから入手可能: https://www.usgbc.org/resources/leed-v4-building-design-and-construction-current-version8
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¥ デザインと建築物を作るためのLEED v4の「EQ Credit: Daylight」を参照 。 7
 PDFはここから入手可能: https://www.usgbc.org/resources/leed-v4-building-design-and-construction-current-version7
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許容したほうがいい場合もある 。 9
¥ レクチャーホールのように，プレゼンテーションに特化したスペースにおいては，AV 
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1.	 学習スペース全体を通して均一で快適な温度を維持するためのANSI / ASHRAEの基準
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  - 特徴を記述する際には，ジェンダーニュートラルな言語を使用する。 
	 	 - スペースがある文化的な文脈を考慮すること。アートが教室に置かれている	
	 場合，それが包括的であり，多様な視点を支持していることを確認する。 
 https://www.usgbc.org/resources/leed-v4-building-design-and-construction-current-version15
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1.	 ANSI/ASA S12.60-2010の「Part 1 American National Standard Acoustical Performance 
Criteria, Design Requirements, and Guidelines for Schools, Part 1: Permanent Schools 














使用についてのANSI / ASIのガイドラインを参照する。  




ど，音響性能にかかわるさまざまな側面を考慮する（TT 基準6.4: アンプを参照）。 
¥ アクティブとパッシブの両方の音響コントロールを考慮する。 
 ここからアカウントを作成後に入手可能: https://global.ihs.com/search_res.cfm?&csf=ASA&input_doc_number14
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¥ 階段状あるいは，スロ プー状のフロアが望ましい場合 
  -よりユニバーサルなアクセスと簡単な移動を可能にするために，階段状の通	
	 路ではなく，スロ プーにすることを検討する。 
	 	 - 階段がないスロ プー状のフロアの場合，傾斜の勾配は，垂直距離が1に対し 
	 	 て水平距離が12よりもゆるやかにする。 
¥ アクセシビリティを高めるユニバーサルデザインの原則を考慮する。孤立したアクセ
シビリティのエリアを作るのではなく，全体がアクセシビリティが高いようにする。 
 障害を持つアメリカ人法・アメリカ障害者法（Americans with Disabilities Act of 1990）。1990年に制定された連邦16
法であり，障害による差別を禁止する公民権法の1つである。
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¥ ANSI/BIFMA e3-2014e 「Furniture Sustainability Standard, section 5.9.1」  にある耐久性22
や持続可能性の基準について検討する。 
 ここから入手可能: https://www.bifma.org/store/ViewProduct.aspx?id=137792422
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	 	 -書き込みと投影の両方が可能なスペース。 
	 	 -大型の壁掛形のホワイトボード／黒板，および／またはフリップチャート 
	 	 -1面または複数の書き込み可能な壁面。 
	 	 -キャスター可動式の筆記可能なパネルもしくは，壁／天井に取り付けられた	
	 システム。 
	 	 -筆記可能なテ ブール面（例えば，ガラス，ホワイトボード）。 
	 	 -ジェスチャーおよび／またはスタイラスで書き込むことが可能なデジタルで 
	 	 インタラクティブなテ ブール面。 
¥ 書き込み可能なスペースと書き込み不可能なスペースと混在している場合は，どちら
のスペースが書き込みを消すことができるかを明確に示していると便利である。 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 原文では，3Ð 5 assignable square feet (ASF)となっている。24
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	 	 -倉庫と学習スペースの間を移動できる可動式の大型ディスプレイ。 
	 	 -個人用あるいは共同で利用可能なノートパソコンと専用の充電カート。 




	 	 -教室の周辺やテ ブール，または椅子の一部に学生の持ち物用のフックを設置	
	 することを検討する。 
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¥ 音が届く範囲と音圧レベルの均一性については，ANSI/ASA S12.60Ð 2010/「Part 1 for 
classroom audio distribution systems (5.5.1)」を参照。 
¥ AV Design Reference Manual, 「Chapter 11: Acoustics」 を参照。 26
¥ 1991 ADA Standards for Accessible Design 4.1.3 (19) (b) およびthe 2010 ADA Standards 27
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¥ 複数の場所でシェアされる学生の小グル プーでの議論。 
¥ 異なる参加者が，複数の場所での役割（例えば，発表者，編集者）をスムーズに切り
替えられること。 
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学習スペースの評価システムは，EDUCAUSE Learning InitiativeⓇとのパートナーシップの元，著者らにより開発されたものです。 
© 2017 マルコム・ブラウン，ジョセフ・セベテッロ, シャーリー・ダグデール，アダム・フィンケルシュタイン，リチャード・ホールトン，フィリップ・ロ
ング，キャロル・マイヤーズ，浦田　悠，ジョン・オージェリ。このコンテンツは共有したりリミックスしたりできますが，この資料を使用する際には，
学習スペースの評価システムのイニシアチブ，大阪大学，京都大学，およびパリイルドフランスデジタル大学の所属を表示する必要があります。  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